
　

全
国
農
業
新
聞
は
、
毎
週
金
曜
日
発
刊

の
新
聞
で
農
業
の
話
題
な
ど
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
毎
日
読
む
の
は
大
変
、
一
か

月
だ
と
遅
い
と
思
わ
れ
る
皆
さ
ん
に
ぴ
っ

た
り
の
新
聞
で
す
。
全
国
農
業
新
聞
の
特

徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
分
か
り
や
す
い
農
業
・
農
政
の
解
説

②
み
ん
な
知
り
た
い
経
営
・
流
通
の
最
新

情
報
が
満
載

③
く
ら
し
と
地
域
に
活
力
を

④
女
性
の
元
気
を
応
援

⑤
文
字
が
大
き
く
読
み
や
す
い

■
購
読
料　

月
600
円

■
申
込
み　

豊
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
℡
34

－

６
６
３
９
）
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全国農業新聞は情報満載

編
集
後
記

おお
知知
らら
せせ

　農ライフ創生センターの修了生が平成21年11月に設立した「豊田農
ライフの会」。
　現在、会員は230名（今年３月現在）に達し、主に遊休農地、耕作放棄
地等で就農をしています。主な活動は、会員の交流を図るために農産物
を持ち寄っての収穫祭や作物の品質向上のための勉強会など。また、地
域交流イベントに参加し、市民との交流を図るために「とよた産業フェ
スタ」の出店やファーマーズマーケットへの参加のほか、学校給食野菜
共同生産販売を通じての子供達との交流会の開催、JAあいち豊田本店
の産直プラザ朝市へ毎週火曜日に出店など。豊田市の明日の農業の一役
を担って日々頑張っています。　　　　　　　　　　  （中村正寿委員）

ご
購
読
く
だ
さ
い

全
国
農
業
新
聞

担
い
手
の
積
み
立
て
年
金

農
業
者
年
金
の
お
勧
め

農
地
基
本
台
帳
の
記
入
は
正
確
に

声
農業委員の
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「ひまわりの里」が誕生（成合町）
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農
業
者
の
皆
さ
ん
に
将
来
の
安
心
を
お

届
け
す
る
農
業
者
年
金
に
ご
加
入
で
す

か
？　

農
業
者
年
金
は
、
加
入
者
・
受
給

者
数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
積
み
立
て
方
式

（
確
定
拠
出
型
）の
公
的
年
金
で
す
。
貯
金

す
る
感
覚
で
加
入
で
き
、
税
制
面
の
メ
リ

ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
人　

①
60
歳
未
満　

②
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者　

③
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人　

以
上
の

要
件
を
満
た
す
人

※

配
偶
者
や
後
継
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

■
保
険
料　

月
２
万
円
〜
６
万
７
千
円
の

間
の
千
円
単
位
で
自
由
に
保
険
料
が
選
べ
、

60
歳
に
な
る
前
月
ま
で
積
み
立
て
ら
れ
ま

す
。
加
入
・
脱
退
も
気
軽
に
で
き
ま
す
。

■
そ
の
ほ
か　

認
定
農
業
者
等
は
助
成
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
は
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
。

■
お
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
田
市
農
業
委

員
会
事
務
局（
℡
34

－

６
６
３
９
）ま
た
は

あ
い
ち
豊
田
農
協（
℡
31

－

２
３
２
６
）

　

毎
年
、
八
月
一
日
付
で「
農
地
基
本
台

帳
」の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
記
入

に
当
た
っ
て
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
ご
注
意　

各
農
地
の「
利
用
状
況
」は
必

ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
記
入
が
な
い
と
、

農
家
証
明
が
出
な
か
っ
た
り
、
農
地
を
取

得
し
よ
う
と
し
て
も
経
営
面
積
が
不
足
し

た
り
す
る
事
態
に
な
り
ま
す
。
ご
記
入
は

正
確
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

豊
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
℡
34

－

６
６
３
９
）

　

七
月
に
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
選

挙
が
実
施
さ
れ
、
約
半
数
の
農
業
委
員
が

改
選
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
お
届
け
す
る

第
六
号
は
、
こ
れ
ま
で
の
編
集
委
員
が
四

月
か
ら
取
材
・
編
集
を
行
っ
て
き
た
も
の

で
す
。

　

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
・
ご
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
事

務
局
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
近

く
で
の
農
業
に
関
す
る
話
題
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
編
集
委
員
長　

都
築
猶
之
）

　成合町柳沢では、７月後半に１ｍほどに成長した数万本のひま
わりが一斉に咲き誇り、訪れる人をなごませました。耕作放棄さ
れた農地約9,000㎡を利用して、民間の団体が除草・岩石等の除
去・整地などを行い、今年は土地の地力を増すためにひまわりの
種を蒔いたものです。耕作放棄地であったとは思えないほどの立
派な農地になり、「ひまわりの里」として生まれ変わりました。
　耕作放棄地対策は、豊田市農業委員会にとって大きな課題です。
豊田市では、昨年10月に「耕作放棄地対策協議会」を設立し、この
事業の一環として、国の交付金を利用した耕作放棄地再生作業の
第１弾が、ここ成合町で実施された「ひまわりの里」です。
　今後は、菜の花などを栽培していく予定とのことで、地主の皆
さんも大きな期待を寄せています。なお、耕作放棄地再生に関す
る交付金等は７㌻をご覧ください。　  （文・写真／横粂鈞委員）

農ライフの会が活躍中！農ライフの会が活躍中！
安心と真心で新鮮野菜・果物・お米をお届け



農
地
の
保
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・
農
業
振
興
に
尽
力

新
し
い
農
業
委
員
決
ま
る
。

＊
平
成
22
年

　

９
／
27　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

10
／
26　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

10
／
29　

東
京
都
農
業
会
議
視
察
受
入

　

11
／
４
〜
５　

豊
岡
市
調
査

　

11
／
17　

現
地
調
査
（
２
班
）
実
施

　

11
／
17
〜
19　

地
区
委
員
会

　

11
／
26　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

12
／
14　

第
１
回
農
政
部
会

　

12
／
16　

農
産
物
加
工
研
修

　

12
／
24　

第
２
回
農
政
部
会

　

12
／
24　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

＊
平
成
23
年

　

１
／
14　

耕
作
放
棄
地
そ
ば
研
修

　

１
／
20　

農
産
物
加
工
研
修

　

１
／
24　

役
員
に
よ
る
市
長
へ
の
建
議

　

１
／
25　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

２
／
17
・
18　

地
区
委
員
会

　

２
／
25　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

３
／
28　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

４
／
22　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

５
／
17
・
19　

地
区
委
員
会

　

５
／
26　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

６
／
22
・
23　

親
睦
旅
行
開
催

　

６
／
27　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

７
／
３　

農
業
委
員
選
挙
告
示

　

７
／
10　

農
業
委
員
選
挙
投
票
日

　

７
／
20　

臨
時
総
会
開
催

　

７
／
26　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

８
／
25　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

９
／
７　

農
業
委
員
会
・
職
員
等
研
修

　
　
　
　
　

会
参
加

農
業
委
員
会
の
歩
み

農
業
委
員
会
の
歩
み

人の農業委員のみなさん（敬称略）

　

今
年
の
七
月
は
農
業
委
員
の
選
挙
が
行

わ
れ
、
無
投
票
で
四
十
人
の
委
員
が
当
選

し
ま
し
た
。
ま
た
、
選
任
委
員
と
し
て
市

議
会
、
Ｊ
Ａ
な
ど
か
ら
七
人
の
委
員
が
推

薦
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
豊
田
市

農
業
委
員
会
の
委
員
四
十
七
人
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

七
月
二
十
日
に
は
、
臨
時
総
会
を
開
き
、

役
員
の
選
任
や
担
当
地
区
の
決
定
な
ど
が

協
議
さ
れ
、
新
し
い
体
制
で
業
務
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
の
業
務
は
、
一
昨
年
の
農
地

法
の
改
正
に
よ
り
、
さ
ら
に
多
く
な
り
ま

し
た
。
農
地
の
貸
し
借
り
は
大
幅
に
緩
和

さ
れ
ま
し
た
が
、
農
地
を
守
る
た
め
に
農

地
転
用
関
係
は
よ
り
厳
密
に
審
査
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
農
業
委
員
の
役
割
も
重
要
な
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
農
業
委
員
の
任
期
は
三
年
で
、

今
年
の
七
月
二
十
日
か
ら
平
成
二
十
六
年

七
月
十
九
日
ま
で
で
す
。

　

こ
の
度
の
農
業
委
員
会
の
臨
時
総
会

に
お
い
て
、
会
長
に
再
選
さ
れ
ま
し
た

光
輪
龍
雄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
昨
年
の
農
地
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

農
業
委
員
会
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す

ま
す
重
大
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

中
で
の
会
長
と
い
う
大
役
で
す
の
で
、

農
業
者
の
代
表
と
し
て
の
責
任
を
果
た

し
て
ま
い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

豊
田
市
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
の
深
刻
化
、
農
山
村

地
域
で
は
近
年
の
著
し
い
野
生
鳥
獣
に

よ
る
被
害
な
ど
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
の

増
加
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
、

産
業
用
地
や
住
宅
用
地
へ
転
換
需
要
の

増
大
に
よ
る
農
地
の
減
少
も
進
ん
で
お

り
ま
す
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
は
、
法
令
を
遵
守

し
、
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、
豊
田
市

の
農
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
の
で
、
皆
様
の
暖
か
い
ご
指

導
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

23

　

豊
田
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
第

三
条
に
か
か
る
受
付
か
ら
許
可
書
発
行
ま

で
の
処
理
期
間
を
概
ね
三
十
日
間
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

農
地
法
第
三
条
に
関
す
る
下
限
面
積
は
、

六
月
の
総
会
で
次
の
と
お
り
決
定
し
て
い
ま

す
。
農
地
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
農
業
者
は
、

取
得
す
る
農
地
を
含
め
て
、
次
の
下
限
面
積

の
ほ
か
一
定
の
要
件
が
必
要
で
す
。

会　長
光輪龍雄

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

農
業
者
の
代
表
と
し
て
責
任
を
果
た
す

農
地
法
に
定
め
る
別
段
の
面
積

農
地
法
第
３
条
の
処
理
期
間

旧豊田地区
（農振地区内）
旧豊田地区
（上記以外）
藤岡地区
小原地区
足助地区
旭地区
稲武地区
下山地区

地　区 下限面積

10a

30a

20a

40a

47
会　　長

光輪　龍雄
（樹木町）

都築　猶之
（中町）

中根　清茂
（花沢町）

宇野　金造
（中垣内町）

岡田　善明
（福受町）

奥村八千子
（荒井町）

会長職務代理 農地部会長 農政部会長 農地部会長職務代理 農政部会長職務代理

光岡　保之
（本新町）

鈴木　章
（足助町）

安藤加代子
（井上町）

伊藤矢須子
（岩倉町）

今井　靖
（百々町）

中野　政好
（前林町）

横粂　鈞
（保見町）

水野　勝彌
（東梅坪町）

石川　範明
（柿本町）

板倉　速雄
（今町）

佐藤家三男
（鴛鴨町）

成田　悟
（畝部東町）

清水　雅洋
（永覚町）

花井　靖雄
（駒場町）

稲垣　壽男
（花園町）

前田　文雄
（西岡町）

杉本　久
（上丘町）

安田　稔生
（若林西町）

赤川　学
（加納町）

内田　道広
（浄水町）

吉田　修次
（上原町）

梅村　源次
（藤沢町）

鈴木　正人
（大畑町）

梅田　仁一
（平井町）

柴田　釟義
（市木町）

大橋　鋭二
（松平町）

鈴木　正幸
（野見町）

土屋　鎬示
（西細田町）

尾形　戰一
（永太郎町）

中村　正寿
（西中山町）

山内　昭一
（木瀬町）

原田　鈔治
（綾渡町）

加納　一範
（怒田沢町）

高橋　鎭
（下国谷町）

小林　学
（四ツ松町）

鈴木　博
（栃ノ沢町）

荻野　正昭
（黒坂町）

近藤　清
（余平町）

吉原　克己
（黒田町）

渡邉　実
（万町町）

塚田　光生
（押山町）
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／
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催
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／
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催
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11
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〜
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／
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総
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・
農
地
部
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開
催
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／
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第
１
回
農
政
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会

　

12
／
16　

農
産
物
加
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研
修

　

12
／
24　

第
２
回
農
政
部
会

　

12
／
24　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

＊
平
成
23
年

　

１
／
14　

耕
作
放
棄
地
そ
ば
研
修

　

１
／
20　

農
産
物
加
工
研
修

　

１
／
24　

役
員
に
よ
る
市
長
へ
の
建
議

　

１
／
25　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

２
／
17
・
18　

地
区
委
員
会

　

２
／
25　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

３
／
28　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

４
／
22　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

５
／
17
・
19　

地
区
委
員
会

　

５
／
26　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

６
／
22
・
23　

親
睦
旅
行
開
催

　

６
／
27　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

７
／
３　

農
業
委
員
選
挙
告
示

　

７
／
10　

農
業
委
員
選
挙
投
票
日

　

７
／
20　

臨
時
総
会
開
催

　

７
／
26　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

８
／
25　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

　

９
／
７　

農
業
委
員
会
・
職
員
等
研
修

　
　
　
　
　

会
参
加

農
業
委
員
会
の
歩
み

農
業
委
員
会
の
歩
み

人の農業委員のみなさん（敬称略）

　

今
年
の
七
月
は
農
業
委
員
の
選
挙
が
行

わ
れ
、
無
投
票
で
四
十
人
の
委
員
が
当
選

し
ま
し
た
。
ま
た
、
選
任
委
員
と
し
て
市

議
会
、
Ｊ
Ａ
な
ど
か
ら
七
人
の
委
員
が
推

薦
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
豊
田
市

農
業
委
員
会
の
委
員
四
十
七
人
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

七
月
二
十
日
に
は
、
臨
時
総
会
を
開
き
、

役
員
の
選
任
や
担
当
地
区
の
決
定
な
ど
が

協
議
さ
れ
、
新
し
い
体
制
で
業
務
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
の
業
務
は
、
一
昨
年
の
農
地

法
の
改
正
に
よ
り
、
さ
ら
に
多
く
な
り
ま

し
た
。
農
地
の
貸
し
借
り
は
大
幅
に
緩
和

さ
れ
ま
し
た
が
、
農
地
を
守
る
た
め
に
農

地
転
用
関
係
は
よ
り
厳
密
に
審
査
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
農
業
委
員
の
役
割
も
重
要
な
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
農
業
委
員
の
任
期
は
三
年
で
、

今
年
の
七
月
二
十
日
か
ら
平
成
二
十
六
年

七
月
十
九
日
ま
で
で
す
。

　

こ
の
度
の
農
業
委
員
会
の
臨
時
総
会

に
お
い
て
、
会
長
に
再
選
さ
れ
ま
し
た

光
輪
龍
雄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
昨
年
の
農
地
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

農
業
委
員
会
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す

ま
す
重
大
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

中
で
の
会
長
と
い
う
大
役
で
す
の
で
、

農
業
者
の
代
表
と
し
て
の
責
任
を
果
た

し
て
ま
い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

豊
田
市
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
の
深
刻
化
、
農
山
村

地
域
で
は
近
年
の
著
し
い
野
生
鳥
獣
に

よ
る
被
害
な
ど
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
の

増
加
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
、

産
業
用
地
や
住
宅
用
地
へ
転
換
需
要
の

増
大
に
よ
る
農
地
の
減
少
も
進
ん
で
お

り
ま
す
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
は
、
法
令
を
遵
守

し
、
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、
豊
田
市

の
農
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
の
で
、
皆
様
の
暖
か
い
ご
指

導
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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豊
田
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
第

三
条
に
か
か
る
受
付
か
ら
許
可
書
発
行
ま

で
の
処
理
期
間
を
概
ね
三
十
日
間
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

農
地
法
第
三
条
に
関
す
る
下
限
面
積
は
、

六
月
の
総
会
で
次
の
と
お
り
決
定
し
て
い
ま

す
。
農
地
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
農
業
者
は
、

取
得
す
る
農
地
を
含
め
て
、
次
の
下
限
面
積

の
ほ
か
一
定
の
要
件
が
必
要
で
す
。

会　長
光輪龍雄

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

農
業
者
の
代
表
と
し
て
責
任
を
果
た
す

農
地
法
に
定
め
る
別
段
の
面
積

農
地
法
第
３
条
の
処
理
期
間

旧豊田地区
（農振地区内）
旧豊田地区
（上記以外）
藤岡地区
小原地区
足助地区
旭地区
稲武地区
下山地区

地　区 下限面積

10a

30a

20a

40a

47
会　　長

光輪　龍雄
（樹木町）

都築　猶之
（中町）

中根　清茂
（花沢町）

宇野　金造
（中垣内町）

岡田　善明
（福受町）

奥村八千子
（荒井町）

会長職務代理 農地部会長 農政部会長 農地部会長職務代理 農政部会長職務代理

光岡　保之
（本新町）

鈴木　章
（足助町）

安藤加代子
（井上町）

伊藤矢須子
（岩倉町）

今井　靖
（百々町）

中野　政好
（前林町）

横粂　鈞
（保見町）

水野　勝彌
（東梅坪町）

石川　範明
（柿本町）

板倉　速雄
（今町）

佐藤家三男
（鴛鴨町）

成田　悟
（畝部東町）

清水　雅洋
（永覚町）

花井　靖雄
（駒場町）

稲垣　壽男
（花園町）

前田　文雄
（西岡町）

杉本　久
（上丘町）

安田　稔生
（若林西町）

赤川　学
（加納町）

内田　道広
（浄水町）

吉田　修次
（上原町）

梅村　源次
（藤沢町）

鈴木　正人
（大畑町）

梅田　仁一
（平井町）

柴田　釟義
（市木町）

大橋　鋭二
（松平町）

鈴木　正幸
（野見町）

土屋　鎬示
（西細田町）

尾形　戰一
（永太郎町）

中村　正寿
（西中山町）

山内　昭一
（木瀬町）

原田　鈔治
（綾渡町）

加納　一範
（怒田沢町）

高橋　鎭
（下国谷町）

小林　学
（四ツ松町）

鈴木　博
（栃ノ沢町）

荻野　正昭
（黒坂町）

近藤　清
（余平町）

吉原　克己
（黒田町）

渡邉　実
（万町町）

塚田　光生
（押山町）



●
全
国
的
に
道
の
駅
に
併
設
さ
れ
た
産
直

売
り
場
は
、
盛
況
の
よ
う
で
、
そ
の
地
域

の
特
産
物
を
中
心
に
取
り
扱
っ
て
い
る
産

直
売
り
場
は
、
特
に
活
気
が
あ
る
よ
う
で

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回
は
、
民
間

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
産
直
売
り
場
を
紹

介
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
ま
ご
こ
ろ
市
場
」
で
す
。

　

位
置
は
、
則
定
町
の
県
道
則
定
豊
田
線

と
県
道
岡
崎
足
助
線
が
交
差
す
る
巴
川
沿

い
に
あ
り
、
交
通
量
が
多
く
地
の
利
が
大

変
よ
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
建
物
は
、

飾
り
気
の
な
い
さ
な
が
ら
山
家
の
お
も
む

き
の
あ
る
素
朴
な
た
た
ず
ま
い
で
す
。

●
会
長
の
市
川
鋭
夫
さ
ん
は
、
高
齢
化
が

進
む
中
山
間
地
域
の
生
き
が
い
と
都
市
部

と
の
交
流
の
場
作
り
と
し
て
、
地
域
で
生

産
し
た
農
産
物
を
ど
こ
よ
り
も
安
く
、
新

鮮
な
も
の
を
「
ま
ご
こ
ろ
」
こ
め
て
提
供

し
て
い
き
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
、
現
在
、
百
十
六
名
で
、
則
定

町
民
だ
け
で
な
く
、
登
録
さ
え
す
れ
ば
誰

で
も
会
員
に
な
れ
、
他
地
域
か
ら
野
菜
な

ど
を
楽
し
み
な
が
ら
出
荷
す
る
会
員
も
多

い
と
の
こ
と
で
す
。
会
員
は
、
出
荷
す
る

農
産
物
に
自
分
で
値
段
を
つ
け
、
十
五
パ

ー
セ
ン
ト
の
手
数
料
を
差
し
引
い
た
額
が

収
入
と
な
り
ま
す
。

●
取
り
扱
い
品
目
は
、
野
菜
、
山
菜
、
お

米
、
生
花
、
加
工
品
な
ど
で
す
。
特
に
、

春
の
タ
ケ
ノ
コ
、
う
ど
、
わ
ら
び
、
野
ふ

き
な
ど
、
夏
は
野
菜
、
そ
し
て
、
秋
の
新

米
、
柿
、
栗
、
キ
ノ
コ
な
ど
は
、
開
店
前

か
ら
来
場
者
の
行
列
が
で
き
ま
す
。
一
度

訪
れ
ら
れ
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

営
業
時
間
は
、
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分

ま
で
、
毎
週
水
曜
日
が
定
休
日
で
す
。
駐
車

場
は
三
十
台
ほ
ど
駐
車
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
荷
物
の
少
な
い

一
・
二
・
三
月
は
休
業
と
な
り
ま
す
。

（
那
須
良
弘
委
員
）

●
稲
武
地
区
の
小
田
木
町
に
在
住
の
鈴
木

敏
一（
62
）さ
ん
は
、
夏
菊
栽
培
を
し
て
四

十
年
に
な
り
ま
す
。

　

小
田
木
町
は
、
古
く
か
ら
菊
栽
培
が
盛

ん
な
町
で
す
。
高
冷
地
特
有
の
昼
間
熱
く
、

夜
涼
し
い
気
候
に
よ
り
花
の
色
が
鮮
や
か

に
な
り
、
と
て
も
綺
麗
な
花
が
咲
き
、
市

場
で
も
評
判
が
良
く
、
人
気
が
あ
り
ま
す
。

●
夏
菊
栽
培
は
、
出
荷
の
期
間
が
か
な
り

短
く
、
労
力
が
集
中
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

現
在
で
は
三
十
種
類
の
品
種
を
使
い
分
け

て
、
出
荷
の
時
期
が
集
中
し
な
い
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。
夏
菊
の
中
に
は
、
電

照
栽
培
が
で
き
る
品
種
も
あ
り
、
そ
れ
を

取
り
入
れ
て
労
力
の
分
散
を
心
掛
け
て
栽

培
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
鈴
木
さ
ん
の
菊
栽
培

は
、
露
地
栽
培
が
中
心
で
す
。

今
年
の
春
先
の
よ
う
な
低
温
や
、

昨
年
の
よ
う
な
猛
暑
な
ど
に
気

候
の
影
響
を
受
け
て
苦
労
し
て

い
ま
す
が
、
少
し
で
も
良
い
菊

を
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
届
け
、

喜
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
頑
張
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

●
菊
は
、
派
手
な
花
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
日
本
人

と
し
て
は
、
観
て
い
る
と
心
が

安
ら
ぐ
花
で
す
。
鈴
木
さ
ん
に

は
、
こ
れ
か
ら
も
心
の
安
ら
ぐ

鮮
や
か
な
色
の
花
を
育
て
て
い

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

（
吉
原
克
己
委
員
）
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新鮮さで人気のまごころ市場

菊栽培一筋40年の鈴木さん（小田木町）

●
千
足
町
は
、
み
よ
し
市
に
近
い
市
の
西

部
地
域
で
す
。
豊
か
な
穀
倉
地
帯
で
知
ら

れ
、
逢
妻
女
川
の
東
側
に
は
「
農
事
組
合

法
人
逢
妻
」
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
で
は
め
ず
ら
し
い
集
落
営
農
を

母
体
と
し
た
営
農
組
織
が
誕
生
し
た
事
に

は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
認
定
農
業
者
な
ど

の
専
業
農
家
も
な
く
、
農
業
者
の
高
齢
化

が
進
み
集
落
の
農
業
維
持
に
不
安
を
抱
え

て
い
ま
し
た
。
水
田
農
業
の
維
持
に
は
機

械
化
費
用
や
労
働
力
不
足
が
悩
み
で
し
た
。

　

平
成
十
八
年
九
月
に
こ
の
組
織
が
設
立

さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
立
ち
上
げ
に

尽
力
し
た
の
が
杉
浦
隼
伍
さ
ん
で
し
た
。

退
職
前
の
仕
事
が
幸
い
農
業
関
係
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
関
係
機
関
と
の
調
整
や
集

落
内
農
家
の
意
見
集
約
を
的
確
に
進
め
ま

し
た
。
豊
田
市
と
し
て
は
初
め
て
「
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
」
等
に
よ
る
、
集

落
営
農
組
織
の
「
特
定
農
業
団
体
」
と
し

て
組
合
設
立
が
で
き
ま
し
た
。

●
構
成
農
家
は
三
十
九
戸
、
水
稲
・
麦
・

大
豆
の
経
営
面
積
は
約
二
十
八
㌶
で
す
。

集
落
営
農
化
の
国
庫
補
助
金
を
受
け
な
が

ら
農
業
機
械
の
集
約
購
入
で
効
率
化
を
図

り
、
個
人
所
有
の
機
械
は
順
次
処
分
し
ま

し
た
。
農
作
業
は
役
員
九
人
が
オ
ペ
レ
ー

タ
役
で
担
い
ま
す
。
こ
こ
の
集
落
営
農
の

大
き
な
特
徴
は
参
加
組
合
員
に
十
㌃
当
た

り
、
毎
年
四
万
円
台
の
配
当
金
を
出
す
こ

と
が
経
営
努
力
に
よ
り
可
能
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
毎
週
一
回
三
役
に
よ
る
作

業
計
画
の
確
認
や
月
一
回
の
役
員
全
体
会

議
を
行
い
意
志
の
疎
通
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
経

理
担
当
や
オ
ペ
レ
ー
タ
の
後
継
者
育
成
、

経
営
安
定
化
・
規
模
拡
大
の
た
め
参
加
し

て
い
な
い
地
区
農
家
の
農
地
集
積
、
販
路

先
拡
大
等
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
年
中
に
は
「
農
事
組
合
法
人
」
設
立
を

目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
行
き
た
い
と
の

こ
と
で
す
。

　

課
題
は
ま
だ
色
々
あ
り
ま
す
が
、
集
落

内
農
業
の
維
持
活
性
化
だ
け
で
な
く
、
将

来
は
農
業
環
境
を
生
か
し
た
子
供
の
農
業

学
習
体
験
や
自
然
環
境
向
上
対
策
等
に
も

努
力
を
し
て
み
た
い
と
の
希
望
も
あ
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
横
粂
鈞
委
員
）

　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
よ
り
一
般
法
人

が
農
業
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
自
社
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
持
つ
太
啓
建

設
で
は
、
早
速
自
前
の
米
を
賄
う
た
め
農

業
参
入
を
し
ま
し
た
。
ま
だ
試
験
段
階
で

す
が
、
農
業
経
験
の
あ
る
社
員
四
人
が
中

心
に
な
り
、
今
年
か
ら
浄
水
町
の
約
八
反

弱
の
水
田
に「
大
地
の
風
」を
栽
培
し
ま
す
。

白
米
五
十
俵
を
収
穫
目
標
に
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
量
で
も
レ
ス
ト
ラ
ン
消
費
の
半

年
分
だ
け
と
の
こ
と
で
す
。
美
味
し
い
自

家
米
が
提
供
で
き
れ
ば
と
胸
を
は
り
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
農
機
具
は
社
員
の
も
の

を
借
り
上
げ
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
苗
の

栽
培
か
ら
収
穫
ま
で
全
て
社
員
で
手
掛
け

る
こ
と
が
で
き
、
農
業
技
術
は
バ
ッ
チ
リ

と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
農
業
体
験

の
社
員
研
修
に
利
用
す
る
な
ど
、
遊
休
農

地
を
利
用
し
た
経
営
規
模
拡
大
も
考
え
て

行
き
た
い
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

（
横
粂
鈞
委
員
）

4

中心的役割の、今井さんと倉知さん。
（後ろは田植え直後の会社圃場）

農作業は役員9人のうち3～4人が中心になります。従事分量方式で、働いた
時間数で報酬が決まります。繁忙時は組合員の応援を受けて対応します。

■千足集落営農生産組合■

なじみの農家が
力を合わせて

農
業

特
集
記
事

者

が
ん
ば
る

■
太
啓
建
設
株
式
会
社
■

建
設
会
社
と
し
て
農
業
へ

試
験
的
に
着
手

■
菊
農
家
■

消
費
者
へ

心
安
ら
ぐ
夏
菊

■
ま
ご
こ
ろ
市
場
■

新
鮮
さ
に

心
を
添
え
て



●
全
国
的
に
道
の
駅
に
併
設
さ
れ
た
産
直

売
り
場
は
、
盛
況
の
よ
う
で
、
そ
の
地
域

の
特
産
物
を
中
心
に
取
り
扱
っ
て
い
る
産

直
売
り
場
は
、
特
に
活
気
が
あ
る
よ
う
で

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回
は
、
民
間

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
産
直
売
り
場
を
紹

介
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
ま
ご
こ
ろ
市
場
」
で
す
。

　

位
置
は
、
則
定
町
の
県
道
則
定
豊
田
線

と
県
道
岡
崎
足
助
線
が
交
差
す
る
巴
川
沿

い
に
あ
り
、
交
通
量
が
多
く
地
の
利
が
大

変
よ
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
建
物
は
、

飾
り
気
の
な
い
さ
な
が
ら
山
家
の
お
も
む

き
の
あ
る
素
朴
な
た
た
ず
ま
い
で
す
。

●
会
長
の
市
川
鋭
夫
さ
ん
は
、
高
齢
化
が

進
む
中
山
間
地
域
の
生
き
が
い
と
都
市
部

と
の
交
流
の
場
作
り
と
し
て
、
地
域
で
生

産
し
た
農
産
物
を
ど
こ
よ
り
も
安
く
、
新

鮮
な
も
の
を
「
ま
ご
こ
ろ
」
こ
め
て
提
供

し
て
い
き
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
、
現
在
、
百
十
六
名
で
、
則
定

町
民
だ
け
で
な
く
、
登
録
さ
え
す
れ
ば
誰

で
も
会
員
に
な
れ
、
他
地
域
か
ら
野
菜
な

ど
を
楽
し
み
な
が
ら
出
荷
す
る
会
員
も
多

い
と
の
こ
と
で
す
。
会
員
は
、
出
荷
す
る

農
産
物
に
自
分
で
値
段
を
つ
け
、
十
五
パ

ー
セ
ン
ト
の
手
数
料
を
差
し
引
い
た
額
が

収
入
と
な
り
ま
す
。

●
取
り
扱
い
品
目
は
、
野
菜
、
山
菜
、
お

米
、
生
花
、
加
工
品
な
ど
で
す
。
特
に
、

春
の
タ
ケ
ノ
コ
、
う
ど
、
わ
ら
び
、
野
ふ

き
な
ど
、
夏
は
野
菜
、
そ
し
て
、
秋
の
新

米
、
柿
、
栗
、
キ
ノ
コ
な
ど
は
、
開
店
前

か
ら
来
場
者
の
行
列
が
で
き
ま
す
。
一
度

訪
れ
ら
れ
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

営
業
時
間
は
、
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分

ま
で
、
毎
週
水
曜
日
が
定
休
日
で
す
。
駐
車

場
は
三
十
台
ほ
ど
駐
車
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
荷
物
の
少
な
い

一
・
二
・
三
月
は
休
業
と
な
り
ま
す
。

（
那
須
良
弘
委
員
）

●
稲
武
地
区
の
小
田
木
町
に
在
住
の
鈴
木

敏
一（
62
）さ
ん
は
、
夏
菊
栽
培
を
し
て
四

十
年
に
な
り
ま
す
。

　

小
田
木
町
は
、
古
く
か
ら
菊
栽
培
が
盛

ん
な
町
で
す
。
高
冷
地
特
有
の
昼
間
熱
く
、

夜
涼
し
い
気
候
に
よ
り
花
の
色
が
鮮
や
か

に
な
り
、
と
て
も
綺
麗
な
花
が
咲
き
、
市

場
で
も
評
判
が
良
く
、
人
気
が
あ
り
ま
す
。

●
夏
菊
栽
培
は
、
出
荷
の
期
間
が
か
な
り

短
く
、
労
力
が
集
中
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

現
在
で
は
三
十
種
類
の
品
種
を
使
い
分
け

て
、
出
荷
の
時
期
が
集
中
し
な
い
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。
夏
菊
の
中
に
は
、
電

照
栽
培
が
で
き
る
品
種
も
あ
り
、
そ
れ
を

取
り
入
れ
て
労
力
の
分
散
を
心
掛
け
て
栽

培
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
鈴
木
さ
ん
の
菊
栽
培

は
、
露
地
栽
培
が
中
心
で
す
。

今
年
の
春
先
の
よ
う
な
低
温
や
、

昨
年
の
よ
う
な
猛
暑
な
ど
に
気

候
の
影
響
を
受
け
て
苦
労
し
て

い
ま
す
が
、
少
し
で
も
良
い
菊

を
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
届
け
、

喜
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
頑
張
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

●
菊
は
、
派
手
な
花
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
日
本
人

と
し
て
は
、
観
て
い
る
と
心
が

安
ら
ぐ
花
で
す
。
鈴
木
さ
ん
に

は
、
こ
れ
か
ら
も
心
の
安
ら
ぐ

鮮
や
か
な
色
の
花
を
育
て
て
い

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

（
吉
原
克
己
委
員
）

5

新鮮さで人気のまごころ市場

菊栽培一筋40年の鈴木さん（小田木町）

●
千
足
町
は
、
み
よ
し
市
に
近
い
市
の
西

部
地
域
で
す
。
豊
か
な
穀
倉
地
帯
で
知
ら

れ
、
逢
妻
女
川
の
東
側
に
は
「
農
事
組
合

法
人
逢
妻
」
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
で
は
め
ず
ら
し
い
集
落
営
農
を

母
体
と
し
た
営
農
組
織
が
誕
生
し
た
事
に

は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
認
定
農
業
者
な
ど

の
専
業
農
家
も
な
く
、
農
業
者
の
高
齢
化

が
進
み
集
落
の
農
業
維
持
に
不
安
を
抱
え

て
い
ま
し
た
。
水
田
農
業
の
維
持
に
は
機

械
化
費
用
や
労
働
力
不
足
が
悩
み
で
し
た
。

　

平
成
十
八
年
九
月
に
こ
の
組
織
が
設
立

さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
立
ち
上
げ
に

尽
力
し
た
の
が
杉
浦
隼
伍
さ
ん
で
し
た
。

退
職
前
の
仕
事
が
幸
い
農
業
関
係
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
関
係
機
関
と
の
調
整
や
集

落
内
農
家
の
意
見
集
約
を
的
確
に
進
め
ま

し
た
。
豊
田
市
と
し
て
は
初
め
て
「
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
」
等
に
よ
る
、
集

落
営
農
組
織
の
「
特
定
農
業
団
体
」
と
し

て
組
合
設
立
が
で
き
ま
し
た
。

●
構
成
農
家
は
三
十
九
戸
、
水
稲
・
麦
・

大
豆
の
経
営
面
積
は
約
二
十
八
㌶
で
す
。

集
落
営
農
化
の
国
庫
補
助
金
を
受
け
な
が

ら
農
業
機
械
の
集
約
購
入
で
効
率
化
を
図

り
、
個
人
所
有
の
機
械
は
順
次
処
分
し
ま

し
た
。
農
作
業
は
役
員
九
人
が
オ
ペ
レ
ー

タ
役
で
担
い
ま
す
。
こ
こ
の
集
落
営
農
の

大
き
な
特
徴
は
参
加
組
合
員
に
十
㌃
当
た

り
、
毎
年
四
万
円
台
の
配
当
金
を
出
す
こ

と
が
経
営
努
力
に
よ
り
可
能
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
毎
週
一
回
三
役
に
よ
る
作

業
計
画
の
確
認
や
月
一
回
の
役
員
全
体
会

議
を
行
い
意
志
の
疎
通
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
経

理
担
当
や
オ
ペ
レ
ー
タ
の
後
継
者
育
成
、

経
営
安
定
化
・
規
模
拡
大
の
た
め
参
加
し

て
い
な
い
地
区
農
家
の
農
地
集
積
、
販
路

先
拡
大
等
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
年
中
に
は
「
農
事
組
合
法
人
」
設
立
を

目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
行
き
た
い
と
の

こ
と
で
す
。

　

課
題
は
ま
だ
色
々
あ
り
ま
す
が
、
集
落

内
農
業
の
維
持
活
性
化
だ
け
で
な
く
、
将

来
は
農
業
環
境
を
生
か
し
た
子
供
の
農
業

学
習
体
験
や
自
然
環
境
向
上
対
策
等
に
も

努
力
を
し
て
み
た
い
と
の
希
望
も
あ
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
横
粂
鈞
委
員
）

　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
よ
り
一
般
法
人

が
農
業
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
自
社
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
持
つ
太
啓
建

設
で
は
、
早
速
自
前
の
米
を
賄
う
た
め
農

業
参
入
を
し
ま
し
た
。
ま
だ
試
験
段
階
で

す
が
、
農
業
経
験
の
あ
る
社
員
四
人
が
中

心
に
な
り
、
今
年
か
ら
浄
水
町
の
約
八
反

弱
の
水
田
に「
大
地
の
風
」を
栽
培
し
ま
す
。

白
米
五
十
俵
を
収
穫
目
標
に
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
量
で
も
レ
ス
ト
ラ
ン
消
費
の
半

年
分
だ
け
と
の
こ
と
で
す
。
美
味
し
い
自

家
米
が
提
供
で
き
れ
ば
と
胸
を
は
り
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
農
機
具
は
社
員
の
も
の

を
借
り
上
げ
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
苗
の

栽
培
か
ら
収
穫
ま
で
全
て
社
員
で
手
掛
け

る
こ
と
が
で
き
、
農
業
技
術
は
バ
ッ
チ
リ

と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
農
業
体
験

の
社
員
研
修
に
利
用
す
る
な
ど
、
遊
休
農

地
を
利
用
し
た
経
営
規
模
拡
大
も
考
え
て

行
き
た
い
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

（
横
粂
鈞
委
員
）
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中心的役割の、今井さんと倉知さん。
（後ろは田植え直後の会社圃場）

農作業は役員9人のうち3～4人が中心になります。従事分量方式で、働いた
時間数で報酬が決まります。繁忙時は組合員の応援を受けて対応します。

■千足集落営農生産組合■

なじみの農家が
力を合わせて

農
業

特
集
記
事

者

が
ん
ば
る

■
太
啓
建
設
株
式
会
社
■

建
設
会
社
と
し
て
農
業
へ

試
験
的
に
着
手

■
菊
農
家
■

消
費
者
へ

心
安
ら
ぐ
夏
菊

■
ま
ご
こ
ろ
市
場
■

新
鮮
さ
に

心
を
添
え
て



　

童
子
山
小
学
校
の
４
年
生
１
０
３
人
が
、

総
合
授
業
の
一
環
と
し
て
、
サ
ト
イ
モ
の

作
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

天
候
不
順
の
た
め
、
通
常
よ
り
少
し
遅

い
４
月
27
日
、
小
学
校
近
く
の
農
業
委
員

の
畑
で
Ｊ
Ａ
職
員
の
説
明
を
聞
い
た
後
、

一
列
に
並
ん
で
植
え
ま
し
た
。

　

今
年
で
４
回
目
と
な
る
こ
の
授
業
、
９

月
下
旬
の
収
穫
に
向
け
、
夏
の
草
刈
、
施

　

耕
作
放
棄
地
の
再
生
を
自
ら
の
手
で

と
、
昨
年
８
月
か
ら
農
業
委
員
会
役
員
が

中
心
に
な
り
、
そ
ば
栽
培
の
実
験
を
行
い

ま
し
た
。

　

市
内
高
町
の
畑
約
30
ａ
を
地
主
さ
ん
の

ご
好
意
に
よ
り
無
料
で
お
借
り
し
て
の
そ

ば
栽
培
で
、
耕
起
、
種
蒔
き
、
収
穫
な
ど

の
作
業
を
役
員
の
手
で
行
い
ま
し
た
。

　

初
の
収
穫
で
思
う
よ
う
な
収
穫
量
に
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
ば
粉
に
し

て
、
今
年
１
月
に
は
農
業
委
員
向
け
の
そ

ば
教
室
を
開
催
。
自
ら
栽
培
し
た
そ
ば
の

味
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、

今
年
も
栽
培
実
験
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
再
生
を
め
ざ
し
て
、
各

地
で
再
生
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
借

り
手
等
が
再
生
利
用
す
る
場
合
は
、
国
の

交
付
金
等
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

　

補
助
額
は
、
耕
作
放
棄
地
を
再
生
利
用

す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
半
額
を
国
が

補
助
し
ま
す
。

■
条
件

①
耕
作
放
棄
地
を
再
生
し
、
そ
こ
で
農
業

を
営
む
個
人
、
法
人

②
農
用
地
区
域
内
で
行
う
事
業

③
５
年
間
営
農
を
続
け
る
こ
と

■
そ
の
他
の
条
件

①
土
地
の
貸
借
で
使
用
料
が
発
生
す
る
場

合
は
交
付
金
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
（
５
年
間
の
使
用
貸
借
が
条
件
）

②
耕
作
放
棄
地
の
所
有
者
自
身
の
再
生
事

業
は
対
象
外
で
す

●
市
単
独
の
負
担
金
も
交
付

■
交
付
額　

平
坦
部
２
万
円
、
農
山
村
部

３
万
円（
い
ず
れ
も
10
ａ
当
た
り
）

■
問
合
せ　

耕
作
放
棄
地
を
利
用
し
て
耕

作
を
始
め
た
い
方
は
、
豊
田
市
耕
作
放
棄

地
対
策
協
議
会（
市
役
所
農
政
課
内
・
℡
34

－

６
６
３
９
）へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　１月24日、市内の農業者の意見等を取りまとめた建議
書を農業委員会役員によって、鈴木市長へ手渡しました。
　建議書は、市内の農業の課題である獣害対策や耕作放
棄地対策等を10項目にまとめたもので、昨年から農政部
会で検討していたものです。
　農業委員会から市長へ建議をするのは初のこと。市長
は、「皆さんの意見を聞くことができ、ありがたく思
う」と、建議項目一つ一つに目を通して、検討を約束し
ていただきました。

肥
な
ど
す
べ
て
の
作
業
を
自
分
た
ち
で
行

い
ま
す
。
収
穫
後
に
は
父
兄
を
交
え
て
芋

煮
会
を
行
う
予
定
で
す
。

　

種
芋
を
逆
さ
に
植
え
て
手
直
し
さ
れ
た

り
、
裸
足
で
畑
に
入
り
、
土
の
感
触
を
楽

し
ん
だ
り
初
め
て
の
体
験
に
「
収
穫
が
楽

し
み
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
水
野
勝
彌
委
員
）

　

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
市
内
産
の
お
い

し
い
野
菜
な
ど
を
提
供
し
た
い…

。
今
年

度
か
ら
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
定
期

市
が
毎
月
二
回
、
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
駐
車

場
で
開
か
れ
、
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
定
期
市
に
は
、
市
内
の
農
家
な
ど

か
ら
新
鮮
な
取
れ
た
て
の
野
菜
、
果
物
を

は
じ
め
花
の
苗
や
鉢
物
、
加
工
食
品
な
ど

豊
富
に
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
価
格
も
市
販
の
も
の
よ
り

ず
っ
と
お
得
な
設
定
。
両
手
に
持
て
な
い

ほ
ど
の
野
菜
な
ど
を
買
い
求
め
る
人
も
い

る
ほ
ど
盛
況
で
す
。

　

な
お
、
今
後
も
毎
月
第
二
・
第
四
土
曜

日
に
開
催
予
定
で
す
。
開
催
日
は
、
広
報

と
よ
た
、
豊
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
役
所

農
政
課（
℡
34

－

６
６
４
０
）へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
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野
菜
が
人
気

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
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農
地
バ
ン
ク
制
度
始
ま
る

登
録
者
・
利
用
者
募
集
中
！

耕
作
放
棄
地
対
策

非
農
地
通
知
書
を
準
備
中

遊
休
農
地
を
利
用
し
て

役
員
等
が
そ
ば
栽
培
実
験

耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
に

国
の
交
付
金
利
用
を

TOPIC
S

話題
TOPIC

S

話題
◆
上
郷
地
区
の
農
地
の
現
状

　

管
理
で
き
な
く
な
っ
た
農
地
を
利
用
で

き
る
人
へ
紹
介
す
る
農
地
バ
ン
ク
制
度
を

３
月
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
農
地
法
の
改
正
に
よ
り
農
地

の
貸
し
借
り
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
対
応

し
て
、
新
規
就
農
者
の
確
保
と
耕
作
放
棄

地
対
策
を
狙
っ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
、
約
60
　

ha
の
登
録
が
あ
り
、
既
に

６
ha
ほ
ど
の
交
渉
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
就
農
の
方
は
、
新
規
就
農
相
談
会

へ
の
出
席
が
必
要
な
ど
の
利
用
条
件
が
あ

り
ま
す
。
登
録
や
利
用
に
つ
い
て
の
手
続

な
ど
の
詳
細
は
、
農
地
基
本
台
帳
調
査
票

に
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
お

　

平
成
20
・
21
年
度
に
実
施
し
た
耕
作
放

棄
地
調
査
で
、
市
内
に
は
約
１
千
２
０
０

ha
の
山
林
化
し
た
農
地
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
再
生
不
可
能

な
農
地
に
対
し
て
は
、
農
振
農
用
地
を
除

い
て
、
農
地
転
用
申
請
の
手
続
を
省
略
し

て
地
目
変
更
登
記
申
請
が
で
き
る
「
非
農

地
通
知
書
」
の
発
行
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
農
業
委
員
に
よ
る
現
地
調
査
や

総
会
の
議
決
等
の
手
続
が
必
要
で
す
。
発

行
ま
で
に
は
、
ま
だ
し
ば
ら
く
時
間
を
要

し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局（
℡
34

－

６
６
３
９
）へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

「大きくなれないから芽があるほうが上にするんだよ・・」　「へえ～」

市長に建議書を手渡す会長

農業委員会が初の建議

農業委員がそば打ちに挑戦 安い！新鮮！が人気。家族連れでなどでにぎわう

窓口でお気軽にご相談ください

⑴再生利用活動の交付金

⑵施設等補完整備の交付金

項目

再生作業

土壌改良
（２年目）

営農定着

経営展開

障害物の除去、深起、
整地、土壌改良
（１年目）
土壌改良材の投入、
緑肥栽培など
営農資材調達、導入
作物の適正確認など
営農相談、実証ほ場
加工品試作販売など

事業内容

50,000円/10a
又は費用の1/2

25,000円/10a

25,000円/10a

１地域業議会当たり
100万円まで

補助額

項目

基盤整備

小規模基盤整備

農業用機械施設

農業体験施設
乾燥調整貯蔵施設
集出荷貯蔵施設

用排水施設、農道、
暗渠、農用地保全など
用排水施設、農道、
暗渠のうち簡易なもの
農業用重機の買い上げ・
借上げ、ハウス・果実
棚、風防施設等の設置
市民農園、教育ファームの造成

貯蔵施設の設置

事業内容

費用の1/2

25,000円/10a

費用の1/2

費用の1/2

費用の1/2

補助額



　

童
子
山
小
学
校
の
４
年
生
１
０
３
人
が
、

総
合
授
業
の
一
環
と
し
て
、
サ
ト
イ
モ
の

作
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

天
候
不
順
の
た
め
、
通
常
よ
り
少
し
遅

い
４
月
27
日
、
小
学
校
近
く
の
農
業
委
員

の
畑
で
Ｊ
Ａ
職
員
の
説
明
を
聞
い
た
後
、

一
列
に
並
ん
で
植
え
ま
し
た
。

　

今
年
で
４
回
目
と
な
る
こ
の
授
業
、
９

月
下
旬
の
収
穫
に
向
け
、
夏
の
草
刈
、
施

　

耕
作
放
棄
地
の
再
生
を
自
ら
の
手
で

と
、
昨
年
８
月
か
ら
農
業
委
員
会
役
員
が

中
心
に
な
り
、
そ
ば
栽
培
の
実
験
を
行
い

ま
し
た
。

　

市
内
高
町
の
畑
約
30
ａ
を
地
主
さ
ん
の

ご
好
意
に
よ
り
無
料
で
お
借
り
し
て
の
そ

ば
栽
培
で
、
耕
起
、
種
蒔
き
、
収
穫
な
ど

の
作
業
を
役
員
の
手
で
行
い
ま
し
た
。

　

初
の
収
穫
で
思
う
よ
う
な
収
穫
量
に
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
ば
粉
に
し

て
、
今
年
１
月
に
は
農
業
委
員
向
け
の
そ

ば
教
室
を
開
催
。
自
ら
栽
培
し
た
そ
ば
の

味
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、

今
年
も
栽
培
実
験
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
再
生
を
め
ざ
し
て
、
各

地
で
再
生
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
借

り
手
等
が
再
生
利
用
す
る
場
合
は
、
国
の

交
付
金
等
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

　

補
助
額
は
、
耕
作
放
棄
地
を
再
生
利
用

す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
半
額
を
国
が

補
助
し
ま
す
。

■
条
件

①
耕
作
放
棄
地
を
再
生
し
、
そ
こ
で
農
業

を
営
む
個
人
、
法
人

②
農
用
地
区
域
内
で
行
う
事
業

③
５
年
間
営
農
を
続
け
る
こ
と

■
そ
の
他
の
条
件

①
土
地
の
貸
借
で
使
用
料
が
発
生
す
る
場

合
は
交
付
金
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
（
５
年
間
の
使
用
貸
借
が
条
件
）

②
耕
作
放
棄
地
の
所
有
者
自
身
の
再
生
事

業
は
対
象
外
で
す

●
市
単
独
の
負
担
金
も
交
付

■
交
付
額　

平
坦
部
２
万
円
、
農
山
村
部

３
万
円（
い
ず
れ
も
10
ａ
当
た
り
）

■
問
合
せ　

耕
作
放
棄
地
を
利
用
し
て
耕

作
を
始
め
た
い
方
は
、
豊
田
市
耕
作
放
棄

地
対
策
協
議
会（
市
役
所
農
政
課
内
・
℡
34

－

６
６
３
９
）へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　１月24日、市内の農業者の意見等を取りまとめた建議
書を農業委員会役員によって、鈴木市長へ手渡しました。
　建議書は、市内の農業の課題である獣害対策や耕作放
棄地対策等を10項目にまとめたもので、昨年から農政部
会で検討していたものです。
　農業委員会から市長へ建議をするのは初のこと。市長
は、「皆さんの意見を聞くことができ、ありがたく思
う」と、建議項目一つ一つに目を通して、検討を約束し
ていただきました。

肥
な
ど
す
べ
て
の
作
業
を
自
分
た
ち
で
行

い
ま
す
。
収
穫
後
に
は
父
兄
を
交
え
て
芋

煮
会
を
行
う
予
定
で
す
。

　

種
芋
を
逆
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に
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え
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し
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れ
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り
、
裸
足
で
畑
に
入
り
、
土
の
感
触
を
楽
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ん
だ
り
初
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て
の
体
験
に
「
収
穫
が
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し
み
」
と
話
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て
い
ま
し
た
。

（
水
野
勝
彌
委
員
）

　

生
産
者
の
顔
が
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る
市
内
産
の
お
い

し
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な
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を
提
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た
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定
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市
が
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月
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回
、
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田
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駐
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場
で
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、
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
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こ
の
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に
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、
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内
の
農
家
な
ど
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ら
新
鮮
な
取
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て
の
野
菜
、
果
物
を

は
じ
め
花
の
苗
や
鉢
物
、
加
工
食
品
な
ど

豊
富
に
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
価
格
も
市
販
の
も
の
よ
り

ず
っ
と
お
得
な
設
定
。
両
手
に
持
て
な
い

ほ
ど
の
野
菜
な
ど
を
買
い
求
め
る
人
も
い

る
ほ
ど
盛
況
で
す
。

　

な
お
、
今
後
も
毎
月
第
二
・
第
四
土
曜

日
に
開
催
予
定
で
す
。
開
催
日
は
、
広
報

と
よ
た
、
豊
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
役
所
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政
課（
℡
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－

６
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４
０
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お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
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25,000円/10a

費用の1/2

費用の1/2

費用の1/2

補助額



　

全
国
農
業
新
聞
は
、
毎
週
金
曜
日
発
刊

の
新
聞
で
農
業
の
話
題
な
ど
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
毎
日
読
む
の
は
大
変
、
一
か

月
だ
と
遅
い
と
思
わ
れ
る
皆
さ
ん
に
ぴ
っ

た
り
の
新
聞
で
す
。
全
国
農
業
新
聞
の
特

徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
分
か
り
や
す
い
農
業
・
農
政
の
解
説

②
み
ん
な
知
り
た
い
経
営
・
流
通
の
最
新

情
報
が
満
載

③
く
ら
し
と
地
域
に
活
力
を

④
女
性
の
元
気
を
応
援

⑤
文
字
が
大
き
く
読
み
や
す
い

■
購
読
料　

月
600
円

■
申
込
み　

豊
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
℡
34

－

６
６
３
９
）

8

全国農業新聞は情報満載

編
集
後
記

おお
知知
らら
せせ

　農ライフ創生センターの修了生が平成21年11月に設立した「豊田農
ライフの会」。
　現在、会員は230名（今年３月現在）に達し、主に遊休農地、耕作放棄
地等で就農をしています。主な活動は、会員の交流を図るために農産物
を持ち寄っての収穫祭や作物の品質向上のための勉強会など。また、地
域交流イベントに参加し、市民との交流を図るために「とよた産業フェ
スタ」の出店やファーマーズマーケットへの参加のほか、学校給食野菜
共同生産販売を通じての子供達との交流会の開催、JAあいち豊田本店
の産直プラザ朝市へ毎週火曜日に出店など。豊田市の明日の農業の一役
を担って日々頑張っています。　　　　　　　　　　  （中村正寿委員）

ご
購
読
く
だ
さ
い

全
国
農
業
新
聞

担
い
手
の
積
み
立
て
年
金

農
業
者
年
金
の
お
勧
め

農
地
基
本
台
帳
の
記
入
は
正
確
に

声
農業委員の

INDEX
特集　新農業委員紹介………………………２

特集　がんばる農業者………………………４
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編集後記………………………………………８

発行／豊田市農業委員会
　　　TEL 0565－34－6639　FAX 0565－33－8149
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企画／農業委員会だより編集委員会

「ひまわりの里」が誕生（成合町）

平成23年９月１日発行 第６号

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
に
将
来
の
安
心
を
お

届
け
す
る
農
業
者
年
金
に
ご
加
入
で
す

か
？　

農
業
者
年
金
は
、
加
入
者
・
受
給

者
数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
積
み
立
て
方
式

（
確
定
拠
出
型
）の
公
的
年
金
で
す
。
貯
金

す
る
感
覚
で
加
入
で
き
、
税
制
面
の
メ
リ

ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
人　

①
60
歳
未
満　

②
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者　

③
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人　

以
上
の

要
件
を
満
た
す
人

※

配
偶
者
や
後
継
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

■
保
険
料　

月
２
万
円
〜
６
万
７
千
円
の

間
の
千
円
単
位
で
自
由
に
保
険
料
が
選
べ
、

60
歳
に
な
る
前
月
ま
で
積
み
立
て
ら
れ
ま

す
。
加
入
・
脱
退
も
気
軽
に
で
き
ま
す
。

■
そ
の
ほ
か　

認
定
農
業
者
等
は
助
成
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
は
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
。

■
お
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
田
市
農
業
委

員
会
事
務
局（
℡
34

－

６
６
３
９
）ま
た
は

あ
い
ち
豊
田
農
協（
℡
31

－

２
３
２
６
）

　

毎
年
、
八
月
一
日
付
で「
農
地
基
本
台

帳
」の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
記
入

に
当
た
っ
て
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
ご
注
意　

各
農
地
の「
利
用
状
況
」は
必

ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
記
入
が
な
い
と
、

農
家
証
明
が
出
な
か
っ
た
り
、
農
地
を
取

得
し
よ
う
と
し
て
も
経
営
面
積
が
不
足
し

た
り
す
る
事
態
に
な
り
ま
す
。
ご
記
入
は

正
確
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

豊
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
℡
34

－

６
６
３
９
）

　

七
月
に
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
選

挙
が
実
施
さ
れ
、
約
半
数
の
農
業
委
員
が

改
選
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
お
届
け
す
る

第
六
号
は
、
こ
れ
ま
で
の
編
集
委
員
が
四

月
か
ら
取
材
・
編
集
を
行
っ
て
き
た
も
の

で
す
。

　

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
・
ご
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
事

務
局
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
近

く
で
の
農
業
に
関
す
る
話
題
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
編
集
委
員
長　

都
築
猶
之
）

　成合町柳沢では、７月後半に１ｍほどに成長した数万本のひま
わりが一斉に咲き誇り、訪れる人をなごませました。耕作放棄さ
れた農地約9,000㎡を利用して、民間の団体が除草・岩石等の除
去・整地などを行い、今年は土地の地力を増すためにひまわりの
種を蒔いたものです。耕作放棄地であったとは思えないほどの立
派な農地になり、「ひまわりの里」として生まれ変わりました。
　耕作放棄地対策は、豊田市農業委員会にとって大きな課題です。
豊田市では、昨年10月に「耕作放棄地対策協議会」を設立し、この
事業の一環として、国の交付金を利用した耕作放棄地再生作業の
第１弾が、ここ成合町で実施された「ひまわりの里」です。
　今後は、菜の花などを栽培していく予定とのことで、地主の皆
さんも大きな期待を寄せています。なお、耕作放棄地再生に関す
る交付金等は７㌻をご覧ください。　  （文・写真／横粂鈞委員）

農ライフの会が活躍中！農ライフの会が活躍中！
安心と真心で新鮮野菜・果物・お米をお届け


